
問題作成の基本的な考え方

各設問の正答率や誤答の状況から課題の有無を把握し，学習指導の改善・充実を図る

ことができるよう，特に，次の点に配意して作成。

① 学習指導要領の理念・目標・内容等に基づくものとし，小学校の調査問題について
は小学校第５学年までに，中学校の調査問題については中学校第２学年までに十分に
身に付け，活用できるようにしておくべきと考えられるものを，各領域等からバラン
スよく出題すること。

② 主として「知識」に関する問題（Ａ）と主として「活用」に関する問題（Ｂ）を
作成すること。

③ 教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上等につながる
よう，学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力を具体的に示すメッセージ
となる問題を出題すること。

④ 児童生徒が時間的余裕を持って解答に取り組むことができるよう，問題の分量が，
調査時間（解答時間）に照らして適切なものとなるよう努めること。

⑤ 「４年間のまとめ」(※)で指摘した課題や平成２４年度～２８年度調査で見られた
課題を踏まえた問題も出題すること。

（国語，算数・数学：１４２問中 ３２問 (約２３％) ）

※ 国立教育政策研究所において，平成19～22年度の４回の調査結果を分析して，成果と課題を整理した報告書
（概要は，Ｐ２を参照）
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○ 国立教育政策研究所において， 平成１９～２２年度の４回の調査結果を分析して，「成果」と「課題」を整理した報告書

全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～（概要）

＜ 「話すこと・聞くこと」における課題＞
① 司会の役割を果たしたり，立場や根拠を明確にしたりして話し
合うこと

＜ 「書くこと」における課題＞
② 調べて分かった事実に対する自分の考えを，理由や根拠を
明確にして書くこと

＜ 「読むこと」における課題＞
③ 物語に登場する人物についての描写や心情，人物相互の関係
を捉えること

④ 目的に応じて必要となる情報を取り出し，それらを関係付けて
読むこと

＜ 「言語事項」 (※) における課題＞
⑤ 複数の内容を含む文を分析的・統合的に理解すること

＜ 「数と計算」における課題＞
① 乗法や除法の意味を理解すること

＜ 「量と測定」における課題＞
② 求積に必要な情報（図形の長さ及び図形の性質）を取り出して面積を求めること

＜ 「図形」における課題＞
③ 図形の性質を基に事象を判断すること

＜ 「数量関係」における課題＞
④ 計算の順序についてのきまりなどを理解すること
⑤ 割合の意味を理解すること

＜ 「話すこと・聞くこと」における課題＞
① 資料の提示の仕方を工夫し，その方法を説明すること

＜ 「書くこと」における課題＞
② 文章や資料から必要な情報を取り出し，伝えたい事柄や根拠を
明確にして自分の考えを書くこと

＜ 「読むこと」における課題＞
③ 目的をもち，表現の仕方や文章の特徴に注意して読むこと

＜ 「言語事項」 (※) における課題＞
④ 辞書に書かれている記述から，語句の意味を適切に捉えること

＜ 「数と式」における課題＞

① 方程式における移項の意味を理解すること。方程式をつくって問題を解決する
ために数量の関係を捉えて２通りに表せる数量に着目すること

＜ 「図形」における課題＞

② 証明の必要性と意味を理解すること。円柱と円錐の体積の関係を理解すること

＜ 「数量関係」における課題＞
③ ２つの数量の関係が比例・反比例・一次関数の関係になることを理解すること。
二元一次方程式の解を座標とする点の集合は直線として表されることを理解す
ること

＜ 記述式問題における課題＞
④ 予想した事柄を数学的な表現を用いて説明すること（事実・事柄の説明）
問題解決の方法を数学的な表現を用いて説明すること（方法の説明）
事柄が成り立つ理由を説明すること（理由の説明）

＜ 数学的に表現したり，数学的に表現されたものの意味を読み取ったりすること
における課題＞
⑤ 関係や法則などを式に表現したり，式の意味を読み取ったりすること

小学校国語

※学習指導要領（平成20年告示）では，「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」

中学校国語

小学校算数

中学校数学

小学校国語 比較的自由度の高い条件で記述すること
小学校算数 示された図形の面積を求めること
中学校国語 話の内容から必要な情報を的確に聞き取り，適切な質問をすること
中学校数学 図形領域で，作図の手順の理解，基本的な平面図形の性質の理解，証明の中で根拠として用いられる平行線の性質の理解，

２つの三角形が合同であることを判断する際に必要な辺や角の相等関係を指摘すること

2

「成果」として認められる内容（一例）

課題として考えられる内容



Ａ 漢字を読んだり書いたりする

出題の趣旨

特徴的な問題例 （小学校国語Ａ）

漢字を正しく読んだり書いたりすることができるかどうかをみる。

７

正答
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（１）たいしょう 対象
（２）きぼう 希望
（３）期限 きげん
（４）事務室 じむしつ
（５）おいて 置（いて）
（６）指示 しじ



特徴的な問題例 （小学校国語Ｂ）

Ｂ スピーチの練習をする（「折り紙」の紹介）１
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出題の趣旨

目的や意図に応じ，自分が
伝えたいことについて，的確
に話すことができるかどうか
をみる。

一 スピーチの練習の様子を記録した動画を
見る目的として，適切なものを選択する。
二 グループの話合いの中で，石田さんたち
は，スピーチメモを使うことのよさについてど
のように考えているかについて書く。
三 折り紙のみりょくについて，スピーチメモと
グループの話合いで出された意見を基に書
く。

正答

一 ３
二 （例）

話のまとまりと順序を意識して話したり，相手
の反応を見て話したりすることができる。

三 （例）
（折り紙のみりょくは，）色やもようがきれいな
紙を折って，いろいろな形を作ることができる
ことや，紙一まいから立体的な形ができること，
組み合わせて形をつなげられることだと，私
は思います。

問題の概要
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出題の趣旨

特徴的な問題例 （小学校算数Ａ）
Ａ □を使った式８

正答問題の概要
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未知の数量を表す□を用いて，問題場面を
除法の式に表すことができるかどうかをみる。

はじめに持っていたシールの枚数を
□枚としたときの，問題場面を表す
式を選ぶ。

３



特徴的な問題例 （小学校算数Ｂ）

Ｂ 目的に応じた資料の整理と表現 （ハンカチ・ティッシュペーパー調べ）４
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特徴的な問題例 （小学校算数Ｂ）
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出題の趣旨

日常生活の事象を，表やグラフの特徴を基に考察したり，表現したりす
ることができるかどうかをみる。
二次元表の特徴の理解を基に論理的に考察すること
目的に応じて適切なグラフを選択し，表現すること

(1)平成22年度調査で見られた課題（二次元表の中の数の表す事柄
を２つの項目と単位に着目して読み取り，その内容を表の中の言
葉を用いて記述すること）を踏まえた出題

(2)平成26年度調査で見られた課題（全体と部分の関係を示すために
用いるグラフを選択すること）を踏まえた出題

正答問題の概要

(1) 示された式の中の数が表す
意味を書き，その数が表の
どこに入るかを選ぶ。

(2) 学年全体の人数に対する
ハンカチとティッシュペー
パーの両方を持ってきた人
数の割合を表しているグラ
フを選ぶ。

（1）【８が表す人数】
（例）
８は，ハンカチを持ってきて，
ティッシュペーパーを持って
こなかった人数です。
【記号】 イ

（2）３
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特徴的な問題例 （中学校国語Ａ）

Ａ 五 伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項

９

出題の趣旨

事象や行為などを表す多様な語句
について理解しているかどうかを
みる。

話合いの記録として適切な
言葉を考える。

正答

（例）
再検討

問題の概要



特徴的な問題例 （中学校国語Ｂ）

Ｂ 文学的な文章を読む（「スコーレNo.4」）１
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出題の趣旨

登場人物の言動の意味を捉えたり，
場面の展開や登場人物の描写に注
意して内容を理解したりするとともに，
表現の仕方について自分の考えを
具体的に書くことができることができ
るかどうかをみる。

一 本の紹介カードに書かれて
いる登場人物の様子が具体的
に表現されている箇所として適
切なものを選択する。
二 地の文にある言葉を発した

人物を文章の中から抜き出す
三 比喩を用いた表現に着目し，
感じたことや考えたことを書く。

正答

一 ３
二 （例） 父
三 （例）＜心に残った一文＞

中から，柳の葉の流れるような文様が息をのむ
ほど美しい五寸皿が出てきた。
＜感想＞
「柳の葉の流れるような文様」という表現は，五
寸皿の文様が柔らかな曲線で描かれていること
を表している。柳の葉のしなやかさをイメージす
ることができる。

問題の概要
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出題の趣旨

特徴的な問題例 （中学校数学Ａ）

平成２５年度，２７年度及び２８年度で見られ

た課題（数量の関係を文字式に表すこと）を

踏まえ，数量の関係を文字式で表すことがで

きるかどうかをみる。

Ａ (1)文字式の計算とその利用２

正答

問題の概要
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ａ／５

Ａ (２)方程式の解き方とその利用３

５ｍの重さがaｇの針金の１ｍの重さを，ａを用い

た式で表す。

出題の趣旨

平成２０年度で見られた課題（数量の関係を

一元一次方程式で表すこと）を踏まえ，数量

の関係を一元一次方程式で表すことができる

かどうかをみる。

正答

問題の概要

（例） ６ｘ＋１６＝８ｘ－４

数量の関係を一元一次方程式で表す。



出題の趣旨

特徴的な問題例 （中学校数学Ｂ）

Ｂ 事象を図形的に解釈すること（万華鏡）

正答
問題の概要
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１

与えられた情報を読み，次のことが
できるかどうかをみる。
(1)事象を図形に着目して観察し，そ
の特徴を的確に捉えること

(2)事柄の特徴を数学的な表現を用
いて説明すること

(3)事象を多面的にみること

(1) 隣り合う４枚の正三角形の真ん中の１枚をある模
様としたときに，残りの３枚にできる模様を選ぶ

(2) 四角形ＡＢＣＤの模様が１回の回転移動によって
四角形ＢＥＦＧの模様に重なるとき，どのような回
転移動になるかを説明する。

(3) 与えらえた模様となるような万華鏡を作りたいと
きに，その基となる正三角形の模様を選ぶ。

(1) ウ
(2) （例）
四角形ＡＢＣＤを点Ｂを回転の中心と
して，時計回りに１２０°回転移動し
た図形は，四角形ＧＢＥＦに重なる。
(3) ア


